
　
２
０
１
８
年
度
に
探
究
科
を
設
置
し
た
長
野
県
松

本
県
ケ
丘
高
校
。
同
科
で
は
当
初
、
地
球
規
模
で
の

対
応
が
求
め
ら
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
開
発
目
標
に

基
づ
い
た
課
題
を
生
徒
が
設
定
す
る
探
究
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
た
。
大
学
や
企
業
、
研
究
機
関
な
ど
と

連
携
し
た
同
校
の
探
究
学
習
は
地
域
に
も
広
く
認
知

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
生
徒
の
探
究
学
習
に
伴

走
す
る
教
師
た
ち
は
課
題
も
感
じ
て
い
た
と
、
探
究

科
主
任
の
中
村
祐
介
先
生
は
振
り
返
る
。

　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に
設
定
す
る
課
題
を
考
え
る

過
程
で
、
自
分
の
興
味
・
関
心
の
追
究
と
社
会
貢
献

の
両
立
に
悩
む
生
徒
も
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
生
徒

に
伴
走
す
る
中
で
、
必
ず
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
よ

う
な
課
題
を
設
定
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、

自
分
の
興
味
・
関
心
を
第
一
に
課
題
を
設
定
で
き
る

よ
う
に
し
た
方
が
、
生
徒
の
学
び
が
よ
り
主
体
的
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
探
究
学
習
に
関
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
る
生
徒
も
い
た
が
、
社
会
的
な
ニ
ー
ズ

の
高
さ
や
学
術
的
な
新
奇
性
よ
り
も
、「
考
え
て
、
実

践
し
、
検
証
す
る
」
と
い
う
学
び
の
過
程
に
こ
そ
探

究
学
習
の
価
値
が
あ
る
と
考
え
た
同
校
の
教
師
た
ち

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
す
る
課
題
の
設
定
か
ら
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
い

て
課
題
を
設
定
す
る
探
究
学
習
へ
と
舵
を
切
っ
た
。

　
現
在
の
同
科
の
探
究
学
習
は
、
１
年
次
の
4
月
か

ら
7
月
ま
で
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
デ
ー
タ
分
析
の
方

「やらされ探究」から「　　　　　　　　」へ！
生徒が主体的に取り組む学習であるはずの探究学習に「やらされ感」を抱く生徒、教師は少なくない。

探究学習を生徒、教師が自分事化し、よりよいものとするためにはどうすればよいか、事例を通じて考える。

生
徒
個
人
の
「
放
っ
て
お
け
な
い
課
題
」を
重
視
し
、

公
欠
制
度
な
ど
の
整
備
で
生
徒
の
探
究
学
習
を
支
援

長
野
県
松
本
県あ

が
た

ケが

丘お
か

高
校

探
究
科
主
任

中
村
祐
介 

な
か
む
ら
・
ゆ
う
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。
理
科
。

１
学
年
探
究
科
担
任

押
澤 

慧  

お
し
ざ
わ
・
け
い

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
数
学
科
。

生
徒
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
い
た

課
題
の
設
定
を
重
視

２
学
年
探
究
科
担
任

栢
木
駿
輔  

か
や
き
・
し
ゅ
ん
す
け

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
数
学
科
。

一
般
社
団
法
人
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
代
表
理
事 

探
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

宮
木
慧
美  

み
や
き
・
さ
と
み

同
校
を
担
当
し
て
７
年
目
。

生
徒
が
設
定
す
る
課
題
を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
し
た
も
の
に
限
定
し
な
い
よ
う
に
し
た

社
会
に
出
て
、
多
様
な
人
と
か
か
わ
り
な
が
ら
自
分
の
興
味
・
関
心
を
深
め
る
機
会
を
つ
く
っ
た

多
様
な
人
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、

探
究
学
習
を
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
な
げ
る
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法
を
身
に
つ
け
る
「
ス
キ
ル
学
習
」
に
、
8
月
か
ら

11
月
ま
で
は
グ
ル
ー
プ
で
地
域
の
課
題
を
探
究
す
る

「
信
州
学
」
に
取
り
組
む
。

　
「
企
業
や
市
役
所
な
ど
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る

信
州
学
で
は
、
地
域
を
よ
り
よ
く
す
る
ア
イ
デ
ア
を

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
考
え
な
が
ら
、
探
究
学
習
の
進
め

方
を
学
び
ま
す
。
２
年
次
か
ら
の
個
人
課
題
探
究
で

取
り
組
む
課
題
の
設
定
に
つ
な
げ
る
た
め
、
ス
キ
ル

学
習
も
信
州
学
も
、
机
上
で
の
学
び
に
と
ど
め
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
か
か
わ
る
こ
と
を
通
じ
て
自

分
が
知
ら
な
い
世
界
を
知
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
」（
１
学
年
探
究
科
担
任
・
押お

し

澤ざ
わ

慧け
い

先
生
）

　
個
人
課
題
探
究
で
は
、
２
年
次
の
１
月
に
開
催
さ

れ
る
課
題
研
究
発
表
会
に
向
け
て
、
2
年
生
全
員
が

自
分
の
設
定
し
た
課
題
を
探
究
す
る
。

　
「
個
人
課
題
探
究
の
課
題
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、

『
社
会
の
役
に
立
ち
そ
う
も
な
い
よ
う
な
テ
ー
マ
、
自

分
以
外
の
人
は
興
味
・
関
心
を
持
た
な
い
よ
う
な
テ
ー

マ
で
課
題
を
設
定
し
て
も
構
わ
な
い
』
と
、
生
徒
に

明
確
に
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
設
定
し
た
課
題

や
テ
ー
マ
が
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
看
過

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
以
上
に
、
そ
の
課

題
や
テ
ー
マ
に
自
分
が
ど
れ
だ
け
、
そ
し
て
な
ぜ
興

味
・
関
心
が
あ
る
の
か
を
語
り
、
聞
く
人
を
わ
く
わ

く
さ
せ
て
ほ
し
い
と
説
明
し
て
い
ま
す
」（
２
学
年
探

究
科
担
任
・
栢か

や

木き

駿
輔
先
生
）

　
近
年
、
生
徒
が
設
定
し
た
課
題
は
、
森
林
病
虫
害

対
策
、
防
災
・
防
犯
ア
プ
リ
の
開
発
、
印
象
派
絵
画

の
科
学
的
分
析
、
さ
ら
に
は
自
分
に
と
っ
て
の
最
良

の
朝
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。
教
師
た
ち
は
「
探
究
テ
ー
マ
の
ス
ケ
ー
ル
を
教

師
が
狭
め
な
い
こ
と
が
大
切
」
と
口
を
そ
ろ
え
る
。

　
「
生
徒
の
探
究
テ
ー
マ
の
中
に
は
担
当
教
師
の
理
解

の
範
ち
ゅ
う
を
超
え
た
も
の
や
、正
直
、教
師
は
興
味・

関
心
を
持
て
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
と
し
て
も
、
私
た
ち
教
師
が
『
あ
な
た

は
そ
の
テ
ー
マ
の
ど
こ
を
面
白
い
と
思
っ
た
か
教
え

て
も
ら
え
る
か
な
？
』
な
ど
と
尋
ね
れ
ば
、
生
徒
の

壁
打
ち
の
相
手
に
な
れ
ま
す
」（
中
村
先
生
）

　
探
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
同
校
の
探
究
学

習
を
支
援
す
る
一
般
社
団
法
人
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
代
表
理
事

の
宮
木
慧さ

と

美み

氏
は
、「
自
分
の
興
味
・
関
心
を
追
究
す

る
探
究
学
習
は
究
極
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
と
語
る
。

　
「
松
本
県
ケ
丘
高
校
の
先
生
方
は
、
探
究
学
習
を
多

様
な
人
を
巻
き
込
む
学
び
に
す
る
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
実
際
に
町
に
出
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と

か
か
わ
り
な
が
ら
取
り
組
む
探
究
学
習
は
、
生
徒
の

進
路
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　
今
後
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
分
析
な
ど

も
ス
キ
ル
学
習
に
組
み
込
む
こ
と
を
検
討
し
た
い
と

語
る
中
村
先
生
。
１
人
で
も
多
く
の
生
徒
が
自
分
の

興
味
・
関
心
に
基
づ
い
た
探
究
学
習
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
支
援
の
あ
り
方
や
方
法
を

追
究
し
て
い
く
考
え
だ
。

※学校資料を基に編集部で作成。

毎年度４月に、全校生徒がフィールドワーク

を体験する「探究学習の日」を開催。１年生

はグループで謎解きをしながら松本市街を歩き、探

究学習に必要な

視点を身につけ

るとともに、一

緒に探究学習に

取り組む仲間を

つくる。（写真）

１年間で３日間、探究学習のための欠席を公欠と認める特

別公欠制度を導入。企業や大学を訪問するなど、平日での

活動が必要な場合に同制度を利用できる。25年度は2年生の約

4割が、3日間の公欠日を使い切った。

２年次の２月末から3月まで、２年生全員が探究学習を深

めるために、海外または国内に個別校外研修（探究科の修

学旅行）に臨む。25年度は海外9カ国12コース、国内12コー

スの個別校外研修が実施された。航空券やビザ（査証）も生徒自

身で手配する。（写
真）

1 2

3

謎解きミッションをク
リアするため、松本市
内をグループで散策す
る生徒たち。

ある生徒は、大韓民国の大
学が主催するプログラムに
参加。韓国語の授業を受け
たり、美容やダンスなどの
韓国文化を体験する活動に
取り組んだりした。

設
立　

１
８
７
９
（
明
治
12
）
年　

形
態　

全
日
制
／
普
通
科
・
探
究
科
（
自
然
探
究
科
・
国
際
探

究
科
）
／
共
学

生
徒
数　

１
学
年
約
３
２
０
人

２
０
２
５
年
度
卒
業
生
進
路
実
績　

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、

東
北
大
、
筑
波
大
、
千
葉
大
、
東
京
外
国
語
大
、
東
京
農
工
大
、

金
沢
大
、
信
州
大
、
名
古
屋
大
、
国
際
教
養
大
、
東
京
都
立
大

な
ど
に
１
３
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲

田
大
な
ど
に
延
べ
４
５
８
人
が
合
格
。

学校概要

自分の興味・関心に基づいて取り組む生徒の探究学習を支える同校の取り組み図
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